
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年４月８日 ２１時００分頃 

発生場所 福井県おおい町赤礁
あかぐり

埼南岸 

 赤礁埼灯台から真方位２７１°５４０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３１.５′ 東経１３５°３９.９′） 

事故の概要  遊漁船庄
しょう

栄
えい

丸は、航行中、遊歩道に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年９月２４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

遊漁船 庄栄丸、９.７トン 

 ＦＫ２－２２５７（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９０－５１８２３号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船首部船底に破口等 

遊歩道 手すりに曲損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮中央期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客８人を乗せ、遊漁の目的

で、おおい町の係留場所を出航した。 

 船長は、手動操舵で操船に当たり、本船が出航した直後、プロペラ

に何かが巻き付いたような振動を感じ、速力を上げるにつれて徐々に

振動が大きくなっていったので、プロペラの状況を確認することにし

た。 

 船長は、主機操縦レバーを中立とし、操舵室を出て船尾部甲板にあ

るハッチ及びプロペラ点検口窓を開け、プロペラ軸に巻き付いたロー

プ及び海藻を取り除いた。（写真２参照） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ プロペラ点検口区画 

 

作業中にプロペラ点検口区画に海水が溜
た

まったが、本船は、プロペ

ラ点検窓を開けたまま増速すれば、溜まった海水が同点検窓から自然

に排水されるので、船長は、海水が排水されてから‘ハッチ及びプロ

ペラ点検口窓を閉める作業’（以下「閉鎖作業」という。）を行うこと

とし、ハッチ及びプロペラ点検口窓を開けたまま操舵室に戻り、手動

操舵で操船を再開した。 

 船長は、操舵室内で立って操船に当たり、本船が約１２ノットの対

地速力で南東進中、周囲に航行の支障となる他船がいなかったので、

このまま針路を維持していれば短時間なら操舵室を離れても大丈夫と

思い、自動操舵装置を操作して自動操舵に切り替えた直後、プロペラ

点検口窓を閉鎖するために船尾部甲板に向かった。 

船長は、船尾部甲板で船尾方を向いて、プロペラ点検口区画をのぞ

き込んだ体勢で閉鎖作業を行った。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 閉鎖作業時の体勢（再現） 

 

船長は、閉鎖作業を終えて周囲を見たところ、本来右舷側に見える

はずの青戸
あ お と

の大橋の橋梁灯が見えないことに異変を感じて操舵室に戻

ることとし、操舵室に戻る途中で船首方に岩肌のような物が見えたの



で、急いで主機操縦レバーを後進としたが、本船が赤礁埼南岸の遊歩

道に乗り揚げた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

※国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成 

 

 船長は、釣り客に負傷者がいないこと及び本船の損傷状況を確認

し、同業者及び船長の家族に連絡した後、１１８番通報した。 

 釣り客全員は、船長の家族が乗ってきた小型船に移乗し、係留場所

へ戻った。 

 本船は、翌日、建設会社の船によって遊歩道から引き出された後、

えい
．．

航されて漁業協同組合の施設に上架された。 

 船長は、ふだんから絡索の切除を行った際にプロペラ点検口区画に

溜まった海水については、プロペラ点検口窓を開けたまま本船を航行

させながら排出していた。排水完了後、自動操舵に切り替えて同窓の



閉鎖作業を行っていた。 

 船長は、手動操舵から自動操舵に切り替える際、自動操舵装置の切

替スイッチを操作したことは覚えていたが、リモコンダイヤルの舵角

指示の値が０°の位置になっているかを確認したかは覚えていなかっ

た。 

（写真４及び写真５ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 切替スイッチ    写真５ リモコンダイヤル 

 

自動操舵装置製造会社担当者によると、目的とする方位に船首を向

けて、切替スイッチで自動操舵に切り替えると、そのときの船首方位

で自動操舵によって航行するが、リモコンダイヤルの舵角指示の値が

左右５°以上の位置にあった場合、遠隔操舵モードが有効となり、そ

の舵角指示の値に従って航行するとのことであった。 

 船長は、操船中、本船の操舵装置及びリモコンに不具合を感じてい

なかった。 

 本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.０ｍであった。 

分析 (1) 船長は、ふだんからプロペラ点検口区画に海水が溜まった際、

プロペラ点検口窓を開けたまま増速して海水を排水していたこと

から、本事故時も同様の方法で排水しようとしたものと考えられ

る。 

(2) 船長は、手動操舵から自動操舵に切り替える際、リモコンダイ

ヤルの舵角指示の値が０°の位置になっているかを確認したかを

覚えておらず、また、自動操舵に切り替えた後に左転を開始した

ことから、リモコンダイヤルの舵角指示の値が０°よりも５°以

上左の位置に設定されていた可能性があるものと考えられる。 

(3) 船長は、短時間なら操舵室を離れても大丈夫と思い、手動操舵

から自動操舵に切り替えた直後に操舵室を出たことから、リモコ

ンダイヤルの舵角指示の値を確認せず、また、意図した針路で航

行しているかどうかを確認しなかったものと考えられる。 

(4) 船長は、船尾部甲板で船尾方を向いてハッチをのぞき込んだ体

勢で閉鎖作業を行っていたことから、本船が赤礁埼に接近してい

ることに気付くのが遅れたものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、航行中、赤礁埼南岸の遊歩道に乗り揚



げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が航行中、船長が、自動操舵に切り替える

際、リモコンダイヤルの舵角及び意図した針路で航行しているかどう

かを確認せずに操舵室を離れたため、本船が左転して赤礁埼に接近し

ていることに気付くのが遅れ、本船が同埼南岸の遊歩道に乗り揚げた

ものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶に１人で乗り組む船長は、操舵室を離れる必要が生じた

場合は、周囲の安全を確認し、停船させてから操舵室を離れるこ

と。また、停船中であっても周囲の見張りを怠らないこと。 

・小型船舶の船長は、自動操舵にした場合、設定した針路で航行し

ているかどうかを必ず確認すること。 

・小型船舶の船長は、常時適切な見張りを行うこと。 

・小型船舶の船長は、絡索の除去等でプロペラ点検口窓を開放した

後は確実に閉鎖し、滞留した海水をバケツやポンプを使用して排

水してから船の運航を再開すること。 

 


